
SGD022-05 会場:201A 時間:5月 23日 15:30-15:45

海底探査用重力偏差計システムの開発
Development of a gravity gradiometer system for submarine gravity prospecting
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重力探査は地中の密度分布を検知し、とくに海底下など掘削が困難な場所の資源探査をする際に有力な手法となる。わ
れわれは重力計と重力偏差計を組み合わせたハイブリット重力測定手法の研究をすすめている。そのうち、本講演は海
底探査用重力偏差計システムに関するものである。

　重力偏差計は重力計とくらべて、重力場の空間的変化が大きい場合の検知能力が高く、密度分布が局在化した鉱床
などの探査に適していると考えられる。測定装置は、重力検知部を垂直に２台配置した構造をしており、その差の信号
から重力偏差が得られる。並進加速度や温度係数など両検知部にコモンのノイズは差し引かれるため、移動体での測定
に有利である。一方、装置の回転は誤差要因となるため、重力計と同様に姿勢制御する必要がある。

　海底探査用に開発中の重力偏差計の構成・検出性能とともに、ＡＵＶ搭載時に装置の姿勢を保つ制御システムにつ
いて紹介する。
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